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である。例えば、明治初頭の CPC の女性宣教師（Alice M. Orr, Julia L. Leavitt, 
A.M. Drennan 等）を含む A・D・ヘール（A. D. Hail 1844-1923 年）、B・J・ヘ







教会を統合した「日本基督一致教会」に加入した。CPC の一部は、1906 年に The 
Presbyterian Church in the United States of America（以下 PCUSA）と合
同しているが、日本の CPC 教会は米国より 7 年早く合同していたのである。当
時の CPC の統合的な宣教方法が現在の日本の宣教においても参考になるのか検証
する必要がある。また、長老派系教会の共働宣教は可能なのか。それは、CPC と
PCUSA との合同と、日本 CPC 教会の「日本基督一致教会」加入における、それ
1　 Ben M. Barrus, Milton L. Baughen and Thomas H. Campbell, A People Called 
Cumberland Presbyterians: A History of the Cumberland Presbyterian Church, 
Eugene: Wipf and Stock Publishers, 1998.






第 23 章第 2 項の解釈）と対峙させて検証し、両国間で論議する作業が残っている。




また、「日本基督一致教会」に加入した元 CPC 教会も 1941 年に日本基督教団に加








　1810 年に PCUSA から分離した CPC は 1835 年に、最初の歴史書を出版し
た。しかしそれはジェームズ・スミス（James Smith）が様々な著者が書い
たものを編集した History of the Christian church from Its Origin to the 
Present Time, Compiled from Various Authors, Including a History of the 
Cumberland Presbyterian Church, Drawn from authentic Documents2 で あ
り、スミスはキリスト教の歴史全体の中にアメリカのフロンティアで起こった新
しい宗教的運動として CPC を位置付けている。その後 1888 年にマクドナルド
2　 James Smith, History of the Christian church from Its Origin to the Present Time, 
Compiled from Various Authors, Including a History of the Cumberland Presbyterian 




（B. W. McDonnold）により History of Cumberland Presbyterian Church3 が
出版された。資料から書かれたものではなく、主に個人の思い出、または証言者
との会話からなる個人的なスタイルで書かれた歴史書である。1944 年にマクドナ
ルドの歴史が絶版になると、キャンベル（Thomas H. Campbell）が Studies in 
Cumberland Presbyterian History4 を出版した。そして 1965 年には Studies in 
Cumberland Presbyterian History が Good News on the Frontier: A History 








ン・バラス（Ben M. Barrus、Bethel College の歴史教授）。中期の歴史はミルト
ン・バーン（Milton L. Baughn、Florence State University 歴史教授）。現代の
歴史は前述の T・H・キャンベル（Memphis Theological Seminary 学部長、新
約教授）。しかし初期の 7 章はキャンベル、中期の 16 章はヒューバート・モロー
（Hubert W. Morrow、Bethel College 宗教・哲学部主任教授）6 が担当すること
となった。しかしそれぞれ現職の仕事につきながらの執筆であったため出版まで
に 10 年以上を費やし、1971 年 CPC の包括的かつ学術的歴史書として A People 
Called Cumberland Presbyterians が完成し、出版された。
3　 B. W. McDonnold, History of Cumberland Presbyterian Church (Nashville: Board of 
Publication of Cumberland Presbyterian Church, 1888).
4　 Thomas H. Campbell, Studies in Cumberland Presbyterian History (Nashville: 
Cumberland Presbyterian Publishing House, 1944).
5　 Thomas H. Campbell, Good News on the Frontier: A History of the Cumberland 
Presbyterian Church (Richmond: CLC Press, 1965).
6　 各役職は出版当時のものである。
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2　『PCCP』の構成
　『PCCP』は全 3 部から構成されている。第 1 部は CPC が PCUSA から独立す
る過程が、第 2 部では 1883 年に CPC が独立後に作成した『1814 年版信仰告白』
を改訂していく過程が、そして第 3 部では PCUSA の信仰告白の改訂とその影響
でふたたび CPC の一部が PCUSA と合同する過程と、CPC として留まった教会
の困難とそこからの回復が描かれている。
2.1　第1部
　今回訳出を試みた第 1 章では 17 世紀の後半すでに、ニューイングランドの会衆
主義が徐々により中会的特色をもった中央集権的な教会政治に進まざるを得なかっ





①　That there are no eternal reprobates.（永遠に遺棄はない）
7　 1）アイルランド出身、グラスゴー大学で学び 1681 年にアイルランド・アルスター地方の
Laggan の中会で按手を受けたマッケミー（Francis MaKemi）が 25 歳でアメリカに渡り、
巡回宣教をしつつ、分散していた長老教会を組織化し、1706 年の中会設立を果たしたこと。 2）










9　 Ewell K. Reagin, We Believe and So We Speak: A Statement of the Faith of 
Cumberland Presbyterians (Memphis: Department of Publication Cumberland 




②　 That Christ died not for a part only, but for all mankind.（キリストはあ
る一部の人だけのためにではなく全人類のために死なれた）
③　 That all infants dying in infancy are saved through Christ and the 
sanctification of the Spirit.（幼くして死んだ者は皆、キリストによりまた御
霊の聖めによって救われている）
④　 That the Spirit of God operates on the world, or as co-extensively 








年版信仰告白』が 19 世紀の神学的変化もあり 10、大きな改訂が求められた 11。改訂
10　 松本雅弘「カンバーランド長老教会神学史における贖罪論の変遷に関する一考察」（『基督神学』















of Faith and Government of the Cumberland Presbyterian Church Adopted 1883 
（Memphis: Frontier Press, 1975）, Preface iv-v.　日本語訳は『カンバーランド長老教会信
仰告白と政治 1984 新版』165 頁から引用。
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は大きく分けると 2 つの分野での改訂である。第一の分野は、「神の主権（the 
sovereignty of God）」に『1814 年版信仰告白』よりもさらに制限を設け、人間の




連邦主義的イメージ（images of Federalism）を、個人的概念（the personal 
concepts）、家族関係（the images of family relation）に置き換えたことであ
る 12。
　また内容の改訂とは別に、『1814 年版信仰告白』と『1883 年版信仰告白』の大
きな違いは長さの問題である。たとえば「悔い改め」に関する章は、6 項から 3 項







　第 3 部は、1903 年に PCUSA が信仰告白の改訂を行い、それに伴い一部の CPC
と合同が成立していく過程と、そのまま組織を存続させた CPC のその後の歩みが
記されている。1903 年に PCUSA が信仰告白を一部改訂したことは合同への動き
が始まる特に大きな理由であった 15。その改訂は大きく 3 項目に分けられる。
　第一は、3 つの箇所を変更することだった。第 16 章 7 項の “works done by 
unregenerate men, even though they be works commanded by God”（ 再
生しない人々がする行為は、事柄としてはたといそれが神の命じておられること








せるこ とである）”17 の代わりに、そのようなわざは “come short of what God 
requires（神が求められていることに及ばない）”18 と修正する。第22章3項の “Yet 
it is a sin to refuse an oath touching anything that is good and just, being 
imposed by lawful authority（とはいえ、合法的権威によって課せられて、善で
正しいことについての宣誓を拒むことは罪である）”19 という文章は削除する。25章
6 項の、教皇を“that antichrist, that man of sin, and son of perdition（非キ
リスト、不法の子、滅びの子）”20 と呼んでいる箇所は “the claim of any man to 
be the vicar of Christ and the head of the Church, is unscriptural, without 
warrant in fact and is a usurpation dishonoring to the Lord Jesus Christ（キ
リストの代理、および教会の頭であるという何人の主張も反聖書的であり、事実の
保証もなく、主イエス・キリストの名誉を汚す不正な行為である）”21 と変更する。
　第二は、「聖霊（the Holy Spirit）」および「神の愛の福音と宣教（the Gospel 








　第三は、第 3 章「神の聖定（God’s Eternal Decree）」、および幼児期に死亡















PCUSA が「宣言文（Declaratory Statement）」を第 3 章にとって代わらせるつ
もりだったならば、なぜ第 3 章を削除し、それを「宣言文」に代えなかったのかと、
信仰告白の改訂が不十分であることに納得せず、また、「宣言文」は第 3 章と第 10
章の 3 項を解釈するために提示されているのみで、第 10 章の他の項には全く手を
入れていないことにも不満だった。また「選びの不変の神意」に関する「聖徒の堅
忍（Perseverance of the Saints）」の教義を基にした第 17 章も変えられていなか
った。また大小カテキズムでは「無条件の選び」と「滅びの教義」を教えている質
問が変えられないままであることなどにも不満があった 26。そのような不満をもつ
反対派は 1906 年に PCUSA と CPC が正式に合同することが決定した後も、1907
年にCPC発祥の地であるテネシー州ディクソン郡で総会を行うまで総会を延長し、
CPC を存続させていく決心をした。その後に CPC 再建のための混乱や努力の歴史
が描かれ、そして 20 世紀半ばまでにその困難を乗り越え、前向きな宣教が再開さ
れていく 1970 年までの歴史が描かれ、第 3 部は終了している。
　日米の CPC の歴史を理解しやすくするため整理すると、下記のような表と図に
なる。
表 1　日本を含む CPC の概略的歴史年表
1706　米国で最初の長老教会の中会が形成された（議長は Francis Makemie）
1716　米国で最初の長老教会の大会が形成された
1810　PCUSA から分離して CPC 誕生
　　　―――『CPC 信仰告白 1814 年版』時代―――
1814　『CPC 信仰告白 1814 年版』完成
1877　CPC の伝道局から派遣された宣教師 J・B・ヘールが日本宣教を開始
1878　CPC の伝道局から派遣された宣教師 A・D・ヘールが日本宣教を開始
1883　『CPC 信仰告白 1883 年版』完成
　　　―――『CPC 信仰告白 1883 年版』時代―――









　　　 日本における CPC の教会が「日本基督一致教会」と合同し「日本基督教会」
と名称を変更




1950　高座教会は「日本基督教団」から離脱して CPC に加入 28
1984　 CPC は『1984 年版信仰告白』完成（『PCCP』は 1970 年までの歴史なので
『1984 年版信仰告白』の記述はなし）
図 1　CPC と PCUSA の分離と合同の歴史
27　カンバーランド長老教会日本中会『あゆみ―40 周年記念誌』1993 年、120 頁
28　同上。121 頁
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3　『PCCP』を訳出する意義
　第 2 部第 10 章では、1877 年に大阪を拠点に宣教を開始した J・B・ヘールとそ
の 1 年後に来日した A・D・ヘール兄弟が大阪から、和歌山、新宮、伊勢、津、四
日市と積極的に宣教活動を行い、また大阪女学院の前身であるウィルミナ女学校設
立など、教育活動にも精力的に取り組んだ 1888 年終わりまでの CPC 日本宣教の
歴史が記されている 29。しかし 1889 年には「日本基督一致長老教会」と、『ウェス
トミンスター信仰告白』を除外することを条件に 30、『簡易信条』31 を共通の信仰告白
として合同することとなり、CPC は「日本基督教会」となった 32。ここで日本にお
いて CPC という名前は消えるが、宣教師たちは継続して CPC の宣教師としてア
メリカとのつながりをもち続ける。しかしその後 1941 年には「日本基督教会」が







時日本基督教団）が 1950 年、厚木基地に赴任していたチャプレン C・クレメンス





















CPC は 1814 年に『ウェストミンスター信仰告白』を一部改訂し、また
極端なカルヴィニズムから安全に離れた神学を明瞭にするべく独自の信仰告白




　このように 3 度の信仰告白の改訂が日本における CPC および長老派教会にどの




また神奈川の地に戦後 CPC が誕生したときも『1883 年版信仰告白』の時代である。
























のであろう。実際、Cumberland Presbyterian Church, Presbyterian Church 
in the United States, The United Presbyterian Church in the United States 
of America が礼拝と賛美に関する Joint Committee を作り 1970 年、The 









察」（『基督神学』第 13 号、東京基督神学校、2001 年 3 月、90-114 頁）
④　松本雅弘「なぜ信仰告白を改訂してきたか― カンバーランド長老教会の歴史
に学ぶ（特集 絶えず改革される信仰告白）」（『福音と世界』57（10）、新教出
版社、2002 年 10 月、59-65 頁）
以上の 4 点だけである。
　また、CPC の明治時代の宣教師 J・B・ヘールと A・D・ヘールによる著作、ま




















Campbell, Thomas H. Studies in Cumberland Presbyterian History. Nashville: Cumberland 
Presbyterian Publishing House, 1944.
__________. Good News on the Frontier: A History of the Cumberland Presbyterian 
Church. Richmond: CLC Press, 1965.
Confession of Faith and Government of the Cumberland Presbyterian Church Adopted 
1883. Memphis: Frontier Press, 1975.
McDonnold, B. W. History of Cumberland Presbyterian Church. Nashville: Board of 
Publication of Cumberland Presbyterian Church, 1888.
Reagin, Ewell K. We Believe and So We Speak: A Statement of the Faith of Cumberland 
Presbyterians. Memphis: Department of Publication Cumberland Presbyterian, 1960.
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Compiled from Various Authors, Including a History of the Cumberland 
Presbyterian Church, Drawn from authentic Documents. Nashville: Cumberland 
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The Constitution of the Presbyterian Church (U.S.A.)
　　　https://www.pcusa.org/media/uploads/oga/pdf/boc.pdf 
 
A People Called Cumberland Presbyterians Chapter 1の翻訳に関する序論
128
日本基督改革派教会信条翻訳委員会訳『ウェストミンスター信仰告白』新教出版社、1964 年
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［翻訳］





Presbyterian Church）は特に、17 世紀のアメリカの長老教会の起源と、18 世紀
の論争を学ぶことによって理解しやすくなる。なぜなら、その起源においてアメリ
カの長老教会は相反する特徴をもっていたからである。19 世紀の長老教会の歴史













34　William B. Sprague, ed.,“Presbyterian,” Annals of the American Pulpit; of 
Commemorative Notices of Distinguished American Clergymen of Various 
Denomination, from the Early Settlements of the Country to the Close of the Year 
eighteen Hundred and Fifty-five, with Historical Introductions, vol. 3（New York: 
Robert Carter & Brothers, 1857-1869）, x.
35　Ezra H. Gillett, History of the Presbyterian Church in the United States of America, 
Rev. ed. (Philadelphia: Board of Publication and Sabbath-School Work, 1873), I, l.
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くとも 4,000 人が中会主義者であったと報告している 38。
36　Vernon L. Parrington, The Colonial Mind, 1620 -1800, Main Currents in American 
Thought, an Interpretation of American Literature from the Beginnings to 1920, vol. 1 
(New York: Harcourt, Brace and Company, 1927), 62-75. ウィリアムスの絶対的宗教の自
由の原則は Perry Miller, Roger Williams: His Contribution to the American Tradition 
(Indianapolis: Bobbs-Merrill, 1953) に説明されている。教会の事柄を支配する権威をもっ
ている国家的為政者に反対するウィリアムスの歯に衣着せない言動は、R. E. E. Harknes の 
“Roger Williams: Prophet of Tomorrow,” Journal of Religion XV (October 1935): 400-
25. に描写されている。
37　John Winthrop, John Winthrop’s Journal, ed. James K. Hasmer (New York: Charles 
Scribner’s Sons, 1908), I, 240-55, 263-63; Ernest S. Bates, American Faith (New York: 
W.W. Norton and Co., 1940), 135-46; Edmund Morgan, “The Case Against Anne 
Hutchinson,” New England Quarterly X (December 1937): 645-49.
38　Magnalia Christi Americana (Hartford: S. Andrus, 1820), 635-49.



















会議（the General Court of Massachusetts）によって招集されたものだった 40。
ケンブリッジ教会会議は『ウェストミンスター信仰告白』と、ロバート・ブラウン
（Robert Browne）i、ヘンリー・バーロー（Henry Barrowe）ii、ヘンリー・ジェイ




39　教会史におけるこの複雑な段階に関しては、Theodore Hoyer, “The Historical Background 
of the Westminster Assembly,” Concordia Theological Monthly XVIII(August 1947): 
527-91. を参照。The Westminster Assembly の詳細に関しては Philip Schaff, The Creeds 
of Christendom, with a History and Critical Notes, Rev. ed. (New York: Harper & 
Brothers, 1931), I, 727-804. を参照。Independents と Presbyterians の間の論争に関して
は、Charles Firth, Oliver Cromwell and the Rule of the Puritans in England（London: 
Oxford University Press, 1900）, Chap.VIII. で扱われている。
40　ケンブリッジ 綱領の全テキストは William Walker, The Creed and Platforms of 





























41　Barus, Baughn and Campbell, A People called Cumberland Presbyterians, XI. 4, XVI. 
1-4
42　Herbert W. Schneider, The Puritan Mind (New York: Henry Holt and Col, 1930), 86-
87.
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決断を下すことはできなかった。ジレンマから脱するために、牧師のあるグループ





















れた長老たちやその他の教会からの使者たちの答え」の中に含まれている。H. Shelton Smith, 
Robert T. Handy, and Lefferts A. Loetscher, American Christianity, and Historical 
Interpretation with Representative Documents, 1607-1820 (repr., New York: Charles 
Scribner’s Sons, 1960), I, 203-04.
44　同上
45　James H. Nichols, Democracy and the Churches (Philadelphia: Westminster Press, 
1951), 33. および、Williston Walker, A History of the Congregational Churches, Vol. III 
of the American Church History Series, eds. Philip Schaff et al. (New York: Christian 
Literature, 1894), 170-82. および、Frank H. Foster, A Genetic History of New England 
Theology (Chicago: University of Chicago Press, 1907), 31-43. および、Perry Miller, “The 






























1708 年に『セイブルック（Saybrook）綱領』を採択した。それは 3 つの文書、つ
46　Solomon Stoddard, The Doctrine of Instituted Churches, Explained and Proved from 
the Word of God (London: Ralph Smith, 1700). および Smith, Handy, and Loetscher に
よる再版 American Christianity I, 220-24. および Perry Miller, “Solomon Stoddard, 
1643-1729,” Harvard Theological Review XXXIV (October 1941): 293. 参照。
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まり 1691 年にロンドンで会衆派と中会主義者によって採択された合同の計画（The 
Head of Agreement）、1680 年にマサチューセッツで採択された『サボイ信仰告




















47　Articles II, XII, XIV, XV. Articles と Massachusetts Proposal の比較のためには Walker, 
Creeds and Platforms, 503-06. 参照。
48　Jerald C. Brauer, Protestantism in America (Philadelphia: Westminster Press, 1953), 
42.
49　William Warren Sweet, Religion in Colonial America (New York: Charles Scribner’
s Sons, 1942), 113-15. および、セイブルック教会会議に関する文書は Walker, Creeds and 
Platforms, 495-514. を参照。
50　Henry M. Dexter, Congregationalism of the Last three Hundred Years, as Seen in 




















Passages (New York: Harper & Brothers, 1880), 463.
51　中会主義的歴史家の様々な見解に関しては、Charles A. Hodge, The Constitutional 
History of the Presbyterian Church in the United States of America (Philadelphia: 
Presbyterian Board of Publication, 1857), I, 27-66. および Leonard J. Trinterud, The 
Forming of an American Tradition: A Re-examination of Colonial Presbyterianism 
(Philadelphia: Westminster Press, 1949), 22-28. および Gaius J. Slosser, ed., They Seek 
a Country: The American Presbyterians-Some Aspects (New York: Macmillan, 1955), 
29-32. および James H. Nichols, Presbyterianism in New York State: A History of the 
synod and Its Predecessors (Philadelphia: Westminster Press, 1963), 9-17. および Henry 
D. Funk, “The Influence of the Presbyterian Church in Early American History” 
Journal of the Presbyterian Historical Society, Historical Society XII (April 1924): 32-
33. および William P. Finney, “The Period of the Isolated Congregations and General 
Presbytery, 1614-1716,”Journal of the Department of History (The Presbyterian 
Historical Society) of the Presbyterian Church in the U.S.A. XV (March 1932): 8-17. 
および Clifford M. Drury, “Presbyterian Beginnings in New England and the Middle 
Colonies,” Journal of the Presbyterian Historical Society XXXIV (March 1956): 19-35. 
参照。































































52　Leonard J. Trinterud, “The New England Contribution to Colonial American 
Presbyterianism,” Church History XVII (March 1948): 33. から引用。
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つの教会を含めて新しい教会を設立していった 53。
　マッケミーは絶えず旅をし、1696 年から 1698 年までバルバドスに滞在し、
1704 年にはロンドンを訪問した。そこでは、植民地に 2 年間 2 人の宣教師をまか
なうだけの資金を中会主義また会衆主義の牧師たちの協会であるユナイテッド・ブ


















53　Rechard Webster, A History of the Presbyterian Church in America from Its Origins 
until the Year 1760, with Biographical Sketches of Its Early Ministers (Philadelphia: 
Joseph M. Wilson, 1857), 297-300 に転載された “Letters to Increas Mather,”を参照。
54　Records of the Presbyterian Church in the United States of America: Embracing 
the Minutes of Presbytery of Philadelphia, from A. D. 1706 to 1716: Minutes of the 
Synod of Philadelphia, from A. D. 1717 to 1758: Minutes of the Synod of New York, 
form A. D. 1745 to 1758: Minutes of the Synod of Philadelphia and New York, form 
1758 to 1788 (Philadelphia: Presbyterian Board of Publication,1841), 60. および Hodge, 
Constitutional History I, 76-77. および Webster, Presbyterian Church in America, 90. 
および Gillet, Presbyterian Church in the United States of America I, 5. 参照。






















Makemie, A Narrative of a New and Unusual American Imprisonment of Two 
Presbyterian Ministers, and Prosecution of Mr. Francis Makemie, One of Them for 
Preaching One Sermon in the City of New York. By a Learner of Law and a Lover of 
Liberty.
56　Webster, Presbyterian Church in America, 303.
57　Webster, Presbyterian Church in America, 307-09 に 転 載 さ れ た Letter of Edward 
Hyde, Viscount Cornbury to the Lords Commissioners for the Trades and Plantations, 
Oct. 14, 1706.
58　記録の最初のページが失われているので、最初の会議と中会憲法制定の日に関してはいく
つかの推測がある。この件の研究には、Benjamin L. Agnew,“When Was The First 
Presbytery of the Presbyterian Church in the United States of America Organized?” 
Journal of the Presbyterian Historical Society III (March 1905): 9-24. 参照。










別の 6 人のメンバーはアイルランド出身であり、残りの 2 人はウェールズ出身で
あった。このように植民地時代の中会主義は様々な要素で成り立っていたので、そ















地所に分割され、イングランドの支配階級に貸し出された。1641 年までに約 10 万
人のスコットランド人と 2 万人のイングランド人がアルスター地方に定住すること
になった。ほとんどの定住者はスコットランド人だったので、ローマカトリックア
59　Records of the Presbyterian Church, 8.
60　Records of the Presbyterian Church, 79. および Sprague, Annals of American Pulpit、











が彼の王位を引き継ぐまでには、中会主義教会は 120 の教会が 9 つの中会、3 つの
大会を組織し、年に 1 度総会が開催されるまでになっていた。さらに 15 年後には、
140 の教会が 20 万人の教会員を擁するまでになった 62。
　17 世紀のスコットランド系アイルランド人のアメリカへの移民は散発的だった
が、彼らの移住の始まりは 1649 年にさかのぼる。それは冒険者や植民者によって
呼び寄せられた 30 人のスコットランド系アイルランド人にそれぞれ 3,000 エーカ
ーの土地を与えるというバルティモア領主の申し出に応じたもので、この初期のグ
ループはメリーランドの東海岸に定住した 63。アルスター地方のスコットランド人
61　Henry G. Ford, The Scotch-Irish in America (Princeton: Princeton University Press, 
1915), 11-20.
62　Robert E. Thompson, A History of the Presbyterian Churches in the United States, 
Vol. VI of The American Church History Series, eds. Philip Schaff et al., (New York: 
Christian Literature, 1893-1897), 13. “Scotch-Irish”という名称は、より良い呼称がない
ために使われている。Scotland 人の George S. Pride は “Scotch-Irish”の使用を非難して
いる。なぜならばそれは民族の混合を暗示しているためである。スコットランド人はアイル
ランド人との結婚を拒否していた。Proceedings of the New Jersey Historical Society XV 
(1930), 3, n. 2 に記載されている “The Scots in East New Jersey,” 参照。および、James 
G. Leyburn, The Scotch-Irish: A Social History (Chapel Hill: University of North 
Carolina Press, 1962) Chap. X は、スコットランド人がアイルランドの住民と、社会的、宗
教的に混ざっていたのかの問題に関して論じている。および、A. Hanna, The Scotch-Irish: 
or, The Scot in North Britain, North Ireland and North America (New York: G. P. 
Putnam’s Sons, 1902), I, 498-505. 参照。また John W. Dinsmore, The Scotch-Irish in 
America: Their History, Traits, Institutions and Influences, Especially as Illustrated 
in the Early Settlers of Western Pennsylvania, and Their Descendants (Chicago: 
Winona Publishing, 1906), 16. 参照。
63　Ford, The Scotch-Irish in America, 167-77.
A People Called Cumberland Presbyterians Chapter 1の翻訳に関する序論
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　1725 年から 1768 年にかけて、毎年、3,000 人から 6,000 人の人々がアルスター
地方やスコットランドからアメリカの海岸へと去っていった 66。ペンシルバニア地










　1740 年から 1741 年にかけての大寒波がもたらした大飢饉で 40 万人ものアイル
ランド人が死亡した後、年間約 12,000 人がアルスター地方を去った 69。その結果、
64　Hanna, The Scotch-Irish, I, 57-61. および G. Graighead, Scotch and Irish Seeds in American 
Soil: The Early History of the Scotch and Irish Churches, and their Relations to the 
Presbyterian Church of America (Philadelphia: Presbyterian Board of Publication, 1878), 
267-68.参照。
65　Ford, The Scotch-Irish in America, 188.
66　Hanna, The Scotch-Irish, I, 16-22. および Sweet, Religion in Colonial America, 250-51.
参照。
67　Herbert S. Turner, Church in the Old Fields: Hawfields Presbyterian Church and 
Community in North Carolina (Chapel Hill: University of North Carolina Press, 1962), 
30. からの引用。
68　Leyburn, The Scotch-Irish, 192.
69　Donald McDougall ed., Scots and Scots’ Descendants in America (New York: Caledonian 
Publishing, 1917), I, 17-18.および Clifton E. Olmstead, History of Religion in the United 






























70　Benjamin Franklin は彼らの数を 350,000 人と見積もった。Ford, The Scotch-Irish in 
America, 265.
71　このような厳しい規制はおそらく Scotch-Irish が独立の戦いにおいて England に敵対する大
きな原因になったであろう。Hanna, The Scotch-Irish, I, 621. および II, 15.
72　Leyburn, The Scotch-Irish, 140.























であり、彼らは 1747 年以降ノースカロライナに定住した 77。歴史家によると、17
世紀の間に、スコットランド高地人は政治的亡命者としてスコットランドを去った
73　Leyburn, The Scotch-Irish, 323.
74　Dinsmore, The Scotch-Irish in America, 47-52.
75　Dinsmore, The Scotch-Irish in America, 27-231.
76　Walter brownlow Posey, The Presbyterian Church in the Old Southwest, 1778-1838 
(Richmond: John Knox Press, 1952), 11.
77　Willam H. Foote, Sketches of North Carolina, Historical and Biographical, Illustrative 
of the Principles of a Portion of Her Early settlers (New York: Robert Carter, 1846), 
chaps. CX-XII.および、John MacLean, an Historical account of the Settlements of Scotch 
Highlanders in America Prior to the Peace of 1783: Together with Notices of Highland 





















前は、広大な地域に渡って 1 つの中会しかなかったので、多くの聖職者が年に 1 度
の会議に参加できなかった。この状況についての言及が 1710 年の記録に示されて
78　「政治的亡命者」説は最初 Foot の Sketches of North Carolina, 129-30 で述べられ、後
の歴史家たちの基準となった。Webster は、Presbyterian Church in America 63, 531
で、Craighead は Scotch and Irish Seeds, 268 で、MacLean は Scotch Highlanders in 
America, 104 で、Hanna は The Scotch-Irish II, 34 で、そ し て Herbert L. Osgood は
The American Colonies in the Eighteenth Century (New York: Columbia University 
Press, 1924), II, 522. でその説を踏襲している。
79　Duane Meyer, The Highland Scots of North Carolina, 1732-1776 (Chapel Hill: 
University of North Carolina Press, 1961), Chap. III, “Motives for Migration.”
80　スコットランドから直接やって来た John Witherspoon でさえ、Carl Wittke の We Who 
Built America: The Saga of the Immigrant (New York: Prentice-Hall, 1948), 65 で
Scotch-Irish と言及されていた。Wittke は Witherspoon が独立運動を支持していた数少な
いスコットランド人の一人だったという事実に影響されていたのであろう。Ian C. C. Graham
の Colonists from Scotland: Immigration to North America, 1707-1783 (Ithaca: 
Cornell University Press, 1956), 17-22, 177-83. も参照。



























































viii　署名する者、口頭で誓約する者の両方を含む。英語では subscription to a creed と表現され
ている
ix　Presbyterian Historical Society. http://www.history.pcusa.org/sites/default/files/
connection_900.jpg（accessed August 24, 2015 16:00）
